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中
国
改
正
工
会
（
労
働
組
合
）
法
の
成
立
と
課
題

彰

光
　
華

　
「
『
中
華
人
民
共
和
国
工
会
法
』
の
改
正
に
関
す
る
決
定
」
は
、
さ

る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
七
日
に
第
九
期
全
国
人
民
代
表
会
議
（
全

人
代
）
常
務
委
員
会
の
第
二
四
回
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
（
同
日

施
行
）
、
中
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
集
団
的
労
働
関
係
を
規
定
す
る

唯
一
の
法
律
で
あ
る
「
工
会
法
」
は
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
。
本

稿
に
お
い
て
は
改
正
前
の
「
工
会
法
」
を
概
観
し
、
そ
れ
に
対
す
る

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
し
た
上
で
、
残
さ
れ
て
い
る
課
題
を
簡
単

に
指
摘
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
改
正
前
の
工
会
法

　
　
ω
　
五
〇
年
魚
会
法

　
　
　
中
国
共
産
党
は
労
働
者
階
級
が
指
導
す
る
国
家
を
樹
立
し
た
と
の

　
　
理
念
の
も
と
で
、
建
国
直
後
に
婚
姻
法
（
一
九
五
〇
年
四
月
三
日
）
、

料
　
土
地
改
革
法
（
一
九
五
〇
年
六
月
二
八
日
）
と
並
ぶ
三
大
立
法
と
し

資
　
て
工
会
法
（
同
日
）
を
制
定
し
た
。

　
こ
の
五
〇
年
「
工
会
法
」
は
、
憲
法
に
先
立
っ
て
制
定
さ
れ
、

「
中
華
蘇
維
埃
共
和
国
労
働
法
」
（
一
九
三
一
年
一
一
月
）
と
「
中
華

全
国
総
工
会
章
程
（
規
則
）
」
　
（
一
九
四
八
年
八
月
）
を
継
承
し
た

も
の
で
あ
る
。
同
法
は
五
章
二
六
条
か
ら
な
り
、
一
九
九
二
年
の
新

「
工
会
法
」
の
公
布
ま
で
改
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
〇
年
間
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
っ
て
工
会
を
規
制
し
て
い
た
。

　
同
法
は
、
ま
ず
工
会
の
性
質
に
つ
い
て
、
「
工
会
は
労
働
者
階
級

が
自
主
的
に
結
合
し
た
大
衆
組
織
で
あ
る
」
（
一
条
）
と
規
定
し
て

い
る
。
「
自
主
的
」
と
い
う
の
は
、
日
本
で
の
意
味
と
異
な
り
、
労

働
者
の
工
会
へ
の
参
加
は
任
意
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
工
会
に
参
加

す
る
か
ど
う
か
は
労
働
者
の
自
由
権
利
で
あ
り
、
強
制
的
に
工
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
民
主
集

中
制
と
い
う
工
会
の
組
織
原
則
（
二
条
）
、
並
び
に
す
べ
て
の
工
会

が
中
華
全
国
総
工
会
と
い
う
全
国
唯
一
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に

属
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
工
会
組
織
の
登
録
制
度
（
三

条
）
は
、
第
六
回
全
国
労
働
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
中
華
全
国
総
工

会
章
程
」
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
法
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
法
に
よ
る
と
、
工
会
は
被
用
者
を
代
表
し
て
［
生
産
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

理
］
に
参
加
す
る
権
利
（
五
条
）
、
労
働
協
約
を
締
結
す
る
権
利

（
五
・
六
条
）
、
企
業
行
政
会
議
に
出
席
す
る
権
利
（
八
条
）
な
ど
が

保
障
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
公
私
所
有
制
併
存
の
体
制
下
に
お
い
て
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は
、
企
業
の
所
有
制
に
よ
っ
て
工
会
に
異
な
る
権
利
が
保
障
さ
れ
、

労
働
分
野
に
お
け
る
コ
車
両
制
度
」
が
生
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

公
営
企
業
に
お
い
て
は
、
工
会
は
労
働
者
を
代
表
し
て
［
生
産
管

理
］
に
参
加
す
る
権
利
及
び
行
政
と
労
働
協
約
を
締
結
す
る
権
利
を

有
す
る
（
五
条
）
ほ
か
、
工
会
大
会
ま
た
は
代
表
会
議
に
企
業
行
政

を
企
業
活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
る
権
利
及
び
企
業
管
理
委
員
会
ま

た
は
行
政
会
議
に
参
加
す
る
権
利
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
私

有
企
業
に
お
い
て
は
、
工
会
は
被
用
者
を
代
表
し
、
資
本
側
と
団
体

交
渉
、
労
資
協
商
会
議
に
参
加
及
び
労
働
協
約
を
締
結
す
る
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
る
（
六
条
）
。
公
営
企
業
で
［
生
産
管
理
］
の
権
利

が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
と
異
な
り
私
営
企
業
で
は
労
資
協
商
会
議
と

い
う
制
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る
に
止
ま
る
一
方
、
労
働
協
約
の
締
結

に
関
し
て
は
、
公
営
企
業
で
は
団
体
交
渉
の
権
利
が
明
確
に
さ
れ
て

い
な
い
の
と
異
な
り
、
私
営
企
業
で
は
そ
れ
が
明
確
に
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
同
法
は
、
工
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
「
工
会
は
労
働
者

階
級
の
根
本
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
そ
の
規
則
及
び
決
議
に
基
づ

き
、
以
下
の
活
動
［
工
作
］
を
行
う
。
一
、
労
働
者
を
教
育
・
組
織

し
、
人
民
政
府
の
法
令
に
従
わ
せ
、
人
民
政
府
の
政
策
を
遂
行
さ
せ

る
こ
と
を
も
っ
て
、
労
働
者
階
級
支
配
の
人
民
政
権
を
固
め
る
。
二
、

労
働
者
を
教
育
・
組
織
し
、
大
衆
を
動
員
し
、
新
た
な
労
働
態
度
を

樹
立
さ
せ
、
労
働
規
律
遵
守
さ
せ
、
生
産
競
争
及
び
そ
の
他
の
生
産

キ
ャ
ン
ペ
ン
を
組
織
し
、
生
産
計
画
の
完
成
を
保
障
す
る
。
…
…
」

（
九
条
）
と
規
定
し
、
レ
ー
ニ
ン
・
毛
沢
東
の
「
工
会
は
学
校
で
あ

る
」
と
い
う
発
想
を
引
き
受
け
、
労
働
者
を
教
育
、
動
員
す
る
こ
と

を
工
会
の
主
な
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
同
法
第
四

章
「
工
会
経
費
」
の
「
工
場
、
馬
場
、
商
店
、
農
場
、
機
関
、
学
校

等
生
産
単
位
ま
た
は
行
政
単
位
の
行
政
側
ま
た
は
資
本
側
は
、
全
被

用
者
（
私
営
企
業
の
資
本
側
代
理
人
を
含
ま
な
い
）
の
実
質
賃
金

（
貨
幣
、
実
物
、
食
事
等
を
含
む
）
の
総
額
の
二
％
を
工
会
組
織
に

支
給
し
、
工
会
の
経
費
と
す
る
（
実
質
賃
金
総
額
の
一
・
五
％
を
職

工
文
化
教
育
費
と
す
る
）
」
（
二
四
条
二
項
）
と
い
う
規
定
か
ら
も
窺

え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
一
九
五
六
年
の
生
産
手
段
に
対
す
る
社
会
主
義
的
改
造

の
完
成
に
と
も
な
い
、
「
統
包
鼻
聾
」
に
よ
る
「
固
定
工
」
制
度
が

普
及
す
る
と
、
労
働
は
単
に
全
人
民
を
組
織
す
る
政
治
・
経
済
シ
ス

テ
ム
の
基
層
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
単
位
に
身
分
を
保
有
す
る
た
め
の
媒

　
　
　
　
　
き

介
と
な
っ
た
。
「
単
位
」
に
お
い
て
は
、
労
働
者
に
対
し
て
賃
金
、

諸
手
当
、
住
宅
、
医
療
保
険
、
年
金
等
が
平
等
に
配
分
さ
れ
る
た
め
、

労
働
関
係
か
ら
契
約
的
・
法
的
要
素
が
消
失
し
、
国
家
が
行
政
的
に

労
使
関
係
を
規
律
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
制
度
の
非
効
率

性
を
改
革
す
る
た
め
、
「
国
営
企
業
で
労
働
契
約
制
を
実
施
す
る
こ

と
に
関
す
る
暫
定
規
定
」
（
一
九
八
六
年
七
月
一
二
日
）
を
契
機
に
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契
約
制
度
が
実
施
さ
れ
、
労
使
関
係
は
法
的
契
約
関
係
に
改
変
さ
れ

よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
改
変
に
対
応
し
て
新
た
に
立
法
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の
が
九
二
年
「
工
会
法
」
（
一
九
九
二
年
四
月
三
日
）
で
あ
る
。

　
　
②
　
九
二
年
工
会
法

　
　
　
こ
の
九
二
年
「
工
会
法
」
は
全
六
章
、
四
二
条
で
あ
り
、
第
一

　
　
章
・
総
則
、
第
二
章
・
工
会
の
組
織
、
第
三
章
・
工
会
の
権
利
と
義

　
　
務
、
第
四
章
・
基
層
工
会
の
組
織
、
第
五
章
・
工
会
の
経
費
と
財
産
、

　
　
第
六
章
・
付
則
か
ら
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
工
会
の
性
質
と
役

　
　
割
に
関
す
る
規
定
を
検
討
す
る
。

　
　
　
ま
ず
工
会
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
工
会
は
、
①
労
働
者
が
、

　
　
②
自
発
的
に
結
合
し
た
、
③
労
働
者
階
級
の
大
衆
組
織
で
あ
り
（
同

　
　
法
二
条
）
、
「
民
主
集
中
制
」
（
同
法
＝
条
）
を
原
則
に
組
織
し
、

　
　
工
会
規
則
に
し
た
が
っ
て
自
主
独
立
し
た
活
動
を
展
開
す
る
（
同
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
の
工
会
は
、
長
く

　
　
レ
ー
ニ
ン
の
「
工
会
国
家
化
」
及
び
「
工
会
は
共
産
主
義
学
校
で
あ

　
　
る
」
の
理
論
の
影
響
下
に
あ
り
、
社
会
主
義
市
場
経
済
に
移
行
し
た

　
　
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
国
家
機
能
の
行
政
的
色
彩
を
払
拭
し
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
状
況
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
中
国
で
は
、
労
働
者
の
「
大

守
　
衆
組
織
」
で
あ
る
工
会
と
労
働
者
階
級
の
政
党
で
あ
る
共
産
党
は
労

資
　
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
人
民
の
利
益
を
代

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
工
会
は
社
会
生
産
発
展

の
た
め
労
働
者
を
動
員
組
織
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
企
業
外
に

お
い
て
も
国
家
管
理
の
機
能
を
有
す
る
。
こ
れ
は
「
工
会
法
」
の
以

下
の
規
定
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
工
会
は
労

働
者
を
組
織
、
教
育
し
、
憲
法
と
法
律
の
規
定
に
従
っ
て
民
主
的
権

利
を
行
使
し
、
国
家
の
主
人
公
の
役
割
を
発
揮
し
、
各
種
の
経
路
と

形
式
を
通
じ
て
、
国
家
事
務
の
管
理
に
参
加
し
、
経
済
と
文
化
事
業

を
管
理
し
、
社
会
事
業
を
管
理
す
る
。
人
民
政
府
の
業
務
の
展
開
に

協
力
援
助
し
、
労
働
者
階
級
が
領
導
し
・
労
農
連
盟
を
も
っ
て
基
礎

と
す
る
人
民
民
主
独
裁
の
社
会
主
義
国
家
政
権
を
擁
護
す
る
」
（
同

法
五
条
）
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
「
工
会
法
」
三
条
で
は
、
労
働
者
が
「
工
会
に
参
加
及
び

組
織
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
参
加
」

を
「
組
織
」
に
先
行
さ
せ
た
こ
と
は
、
全
国
唯
一
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
中
華
全
国
総
工
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

そ
の
傘
下
に
属
さ
な
い
第
二
工
会
を
結
成
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
統
一
的
な
全

国
的
機
構
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
工
会
内
部
の
組
織
原
則
は

「
民
主
集
中
制
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
工
会
の
設
立
は
「
上
級
機
関

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
工
会
法
事
＝
二
条
）
と
い

う
規
定
も
同
時
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
実
質
上
民
主
集
中
制
は
採
用
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お
　

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
工
会
の
幹
部
も
所
属
企
業
の
党
委
員
会
に

任
免
さ
れ
、
す
べ
て
の
組
合
活
動
も
党
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
圃
卵
す
な
わ
ち
、
工
会
は
労
働
者
の
利
益
代
表
と
し
て
労
働
者

に
奉
仕
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
労
働
者
の
管
理
者
と
し
て
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
の
た
め
に
政
府
・
行
政
と
協
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
は
、
社
会
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
以
外
に
、
共
産
党
が
政
権
奪
取

す
る
た
め
、
労
働
者
の
「
自
発
的
」
労
働
紛
争
を
「
自
覚
的
」
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

闘
争
に
強
力
に
組
織
し
た
歴
史
的
組
織
慣
行
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
中
国
が
成
立
し
た
後
の
計
画
経
済
時
代
に
お
い
て
も
改
革
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
工
会
は
理
論
上

行
政
機
関
と
同
様
に
国
家
機
能
を
持
ち
、
組
織
及
び
活
動
に
お
い
て

も
行
政
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
従
来
の
工
会
の
特
質
に
つ
い
て
総
括
す
れ
ば
、
工
会
組
織
全
体
が

共
産
党
の
指
導
下
に
あ
り
、
工
会
活
動
も
党
及
び
行
政
（
政
府
ま
た

は
企
業
行
政
）
に
統
括
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
外
部
関
係
に
お
い
て

大
衆
団
体
と
し
て
の
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
内
部
運
営

に
お
い
て
は
民
主
性
が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
工
会
の
役
割
に
つ
い
て
は
「
工
会
法
」
六
条
か
ら
八
条
及
び
「
中

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

国
工
会
章
程
（
規
約
ご
総
則
の
四
段
目
を
概
括
す
る
と
、
中
国
の

工
会
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
第
一
、
「
保
護
」
（
維
護
）
の
機
能
。
労
働
者
の
権
利
・
利
益
を
維

持
・
保
護
す
る
。

　
第
二
、
「
動
員
」
の
機
能
。
労
働
者
が
積
極
的
に
建
設
と
改
革
に

参
加
し
、
経
済
任
務
と
社
会
発
展
（
社
会
主
義
建
設
）
任
務
を
完
成

さ
せ
る
よ
う
動
員
し
組
織
す
る
。

　
第
三
、
「
参
加
」
の
機
能
。
労
働
者
を
代
表
し
か
つ
組
織
し
、
国

家
と
社
会
の
管
理
に
参
与
し
、
企
業
・
事
業
と
機
関
の
民
主
管
理
に

参
加
す
る
。

　
第
四
、
「
教
育
」
の
機
能
。
労
働
者
が
絶
え
ず
思
想
・
道
徳
及
び
科

学
文
化
の
素
質
を
高
め
る
よ
う
教
育
し
、
理
想
・
道
徳
・
文
化
・
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

律
の
あ
る
労
働
者
を
育
成
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
工
会
の
役
割
を
総
括
す
れ
ば
、
一
つ
は
共
産
党
の
下

部
組
織
で
あ
り
、
労
働
者
に
対
す
る
教
育
ま
た
は
動
員
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
上
意
下
達
の
行
政
機
関
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
福
利
の
増
進
、
業
務
上
の
知
識
の
学
習
・

訓
練
、
労
働
規
律
の
遵
守
、
会
社
の
業
務
の
遂
行
、
労
使
紛
争
の
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

止
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
九
二
年
工
会
法
は
工
会
の
組
織
と
運
営
を
規
定
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
権
利
の
行
使
が
阻
止
さ
れ
た
場
合
ど
う
い
う
法
的

責
任
を
負
う
べ
き
か
の
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
実
定
法
と
し
て
は
不

十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
三
権
」
に

も
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
保
障
す
る
シ
ス
テ
ム
も
予
定
さ
れ
て
い
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な
い
。
工
会
は
労
働
者
を
代
表
し
て
「
行
政
側
」
と
「
集
体
合
同
」

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
を
お
い
て
い
る
が
、
こ
こ

で
の
「
集
体
合
同
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
中
国
で
は
労
働
協
約
で
は

な
く
、
集
団
的
労
働
契
約
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

二
　
改
正
の
要
点

　
　
　
二
〇
〇
一
年
の
改
正
は
、
新
た
に
「
法
律
責
任
」
と
い
う
章
を
も

　
　
設
け
、
そ
こ
に
七
力
条
の
条
文
を
加
え
た
上
に
、
そ
の
他
の
章
に
一

　
　
〇
力
立
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
ニ
カ
条
を
削
除
し
、
そ
の
他
の
条
文

　
　
に
対
し
て
は
一
〇
喪
心
を
追
加
し
た
こ
と
を
含
め
大
幅
な
改
正
を

　
　
行
っ
た
。
改
正
工
会
法
は
七
章
五
七
条
か
ら
な
り
、
以
下
に
お
い
て

　
　
そ
の
改
正
を
概
観
す
る
。

　
　
　
第
一
章
「
総
則
」
に
お
い
て
は
、
一
〇
年
間
の
重
要
な
法
変
動
の

　
　
内
容
を
取
り
入
れ
た
。
一
つ
は
一
九
九
九
年
の
憲
法
の
修
正
内
容

　
　
「
経
済
建
設
を
中
心
と
し
、
社
会
主
義
路
線
を
堅
持
し
、
人
民
民
主

　
　
独
裁
を
堅
持
し
、
中
国
共
産
党
の
指
導
を
堅
持
し
、
マ
ル
ク
ス
・

　
　
レ
ー
ニ
ン
主
義
毛
沢
東
思
想
郵
小
平
理
論
を
堅
持
し
、
改
革
開
放
を

　
　
堅
持
し
」
（
憲
法
前
文
第
七
段
落
、
一
九
九
九
年
修
正
）
を
ふ
ま
え

料
　
て
、
こ
れ
を
第
四
条
「
工
部
活
動
原
則
」
の
中
に
取
り
入
れ
た
。
一

鎖
　
つ
は
労
働
法
の
施
行
（
一
九
九
五
年
一
月
一
日
）
を
ふ
ま
え
て
、
第

六
図
工
会
の
役
割
〔
基
本
職
責
〕
の
中
に
団
体
交
渉
（
労
働
法
八

条
）
、
労
働
協
約
制
度
（
同
法
三
三
条
）
及
び
従
業
員
代
表
大
会
制

度
（
同
法
八
条
）
を
取
り
入
れ
た
。

　
ま
た
、
第
二
条
「
工
会
の
性
質
」
の
中
に
「
中
華
全
国
総
工
会
お

よ
び
そ
の
各
工
会
組
織
は
労
働
者
の
利
益
を
代
表
し
、
法
に
よ
っ
て

労
働
者
の
合
法
的
な
権
益
を
保
護
す
る
」
と
い
う
文
言
を
二
項
と
し

て
追
加
し
、
第
六
条
「
工
会
の
役
割
」
の
一
項
に
も
労
働
者
の
合
法

的
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
は
工
会
の
基
本
的
職
責
で
あ
る
と

追
加
し
た
。
こ
れ
は
工
会
が
労
働
者
の
利
益
代
表
と
し
て
初
め
て
よ

り
明
確
に
し
た
と
考
え
ら
れ
評
価
で
き
る
。
さ
ら
に
従
来
工
会
の

「
四
大
機
能
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
労
働
者
の
利
益
を

「
保
護
」
す
る
機
能
及
び
従
業
員
代
表
大
会
制
度
を
通
じ
て
企
業
の

民
主
的
管
理
に
「
参
加
」
す
る
機
能
を
六
条
の
改
正
で
再
確
認
し
た
。

一
方
、
旧
法
七
条
、
八
条
、
九
条
の
統
合
で
改
正
し
た
改
正
法
七
条

に
お
い
て
は
、
旧
法
八
条
の
「
主
人
公
の
態
度
を
も
っ
て
労
働
に
対

応
し
、
国
家
と
企
業
の
財
産
を
愛
護
し
、
労
働
規
律
を
遵
守
」
す
る

よ
う
労
働
者
を
「
動
員
」
す
る
機
能
、
及
び
旧
法
九
条
の
「
労
働
者

に
対
し
て
愛
国
主
義
・
集
団
主
義
・
社
会
主
義
教
育
、
民
主
・
法
制
・

規
律
教
育
、
及
び
科
学
・
文
化
・
技
術
教
育
を
行
」
う
と
い
う
「
教

育
」
の
機
能
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
改
正
法
の
総
則
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
社
会
主
義
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資料

工
会
の
「
動
員
」
と
「
教
育
」
の
二
大
機
能
が
強
調
さ
れ
な
い
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
協
約
制
度
と
従
業
員
代
表
大
会

制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
「
保
護
」
と
「
参
加
」
の
二
大
機
能
の
中
心
的
骨

格
と
し
て
出
現
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
利
益
の
代
弁
を
強
調
し
た
こ

と
は
、
中
国
政
府
の
工
会
の
性
格
に
対
す
る
認
識
の
重
大
な
変
化
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

あ
り
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
二
条
二
項
は
労
働
者
の
利
益
代
表
を
「
中
華
全
国
総
工
・

会
及
び
そ
の
各
工
会
組
織
」
に
限
定
す
る
の
は
、
　
［
同
郷
会
］
、

［
兄
弟
会
］
、
［
連
荘
会
］
、
［
員
工
倶
楽
部
］
、
［
工
人
福
利
会
］
な
ど

の
名
を
あ
げ
る
い
わ
ゆ
る
第
二
組
合
の
成
立
に
歯
止
め
を
掛
け
る
狙

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
第
二
組
合
に
対
し
て
は
五
〇

年
法
の
よ
う
な
明
文
の
禁
止
規
定
（
同
法
三
条
）
は
設
け
て
い
な
い

た
め
、
工
会
活
動
経
費
（
企
業
か
ら
支
給
）
及
び
工
会
会
費
（
会
員

か
ら
納
付
）
を
上
納
さ
え
す
れ
ば
そ
の
存
在
を
認
め
る
と
い
う
現
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
法
は
了
承
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
章
「
工
会
組
織
」
の
改
正
に
お
い
て
は
、
基
層
工
会
（
工
会

の
最
小
単
位
）
の
設
立
と
工
会
幹
部
の
身
分
保
障
の
二
点
が
目
立
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
旧
法
で
は
、
基
層
工
会
の
定
数
は
二
五
人
と

し
て
、
二
五
人
未
満
の
工
会
活
動
の
組
織
者
を
組
織
員
一
人
と
し
て

い
た
の
に
対
し
て
、
改
正
法
は
工
会
か
連
合
会
を
組
織
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
た
（
法
一
〇
条
一
項
）
。
ま
た
、
従
来
組
織
さ
れ

て
い
な
い
農
村
部
の
郷
鎮
と
都
市
部
の
街
道
に
も
連
合
会
の
組
織
を

許
し
た
（
同
条
二
項
）
。
さ
ら
に
、
上
部
機
関
に
よ
る
基
層
工
会
の

組
織
へ
の
企
業
の
干
渉
、
企
業
に
よ
る
工
会
の
任
意
な
合
併
・
取
消

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
（
法
一
一
条
、
一
二
条
一
項
）
。
そ
の

他
、
工
会
幹
部
の
身
分
保
障
と
す
る
任
期
等
に
関
す
る
規
定
は
「
工

会
規
則
」
か
ら
法
に
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
工
会
役
員
は
そ

の
任
期
限
度
内
で
労
働
契
約
期
間
が
保
障
さ
れ
て
い
る
（
法
一
五

－
一
八
条
）
。

　
ま
た
、
改
正
法
九
条
二
項
に
「
企
業
の
主
要
責
任
者
の
親
族
は
企

業
基
層
工
会
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規

定
を
付
け
加
え
た
こ
と
は
、
意
義
が
大
き
い
。
一
九
九
〇
年
代
に
民

営
企
業
は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
れ
ら
の
民
営
企
業
は
国
有
企

業
の
工
会
主
席
が
企
業
の
主
要
責
任
者
に
よ
っ
て
兼
任
さ
れ
て
い
わ

ゆ
る
「
官
製
組
合
」
を
作
る
こ
と
を
学
ん
で
、
主
要
責
任
者
の
親
戚

を
工
会
主
席
に
任
命
し
い
わ
ゆ
る
「
御
用
組
合
」
を
作
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
同
項
の
改
正
は
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
民
営
企

業
の
工
会
の
自
主
・
独
立
性
を
向
上
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
第
三
章
「
工
会
の
権
利
と
義
務
」
及
び
第
四
章
「
基
層
工
会
組

織
」
に
対
し
て
大
き
な
改
正
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
旧
法
の
「
企
業

の
行
政
側
し
の
「
行
政
側
」
を
削
除
し
単
に
「
企
業
し
と
改
め
た
。
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「
行
政
側
」
は
経
営
を
代
表
し
、
工
会
は
あ
く
ま
で
も
労
働
者
の
利

　
　
益
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
た
改
正
で

　
　
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
処
理
と
模
範
労
働
者

　
　
［
労
働
模
範
］
の
表
彰
に
お
け
る
工
会
の
役
割
に
関
す
る
条
文
か
ら

　
　
窺
わ
れ
る
。
企
業
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
場
合
、
旧
法
は
「
工

　
　
会
は
企
業
の
行
政
側
或
い
は
関
係
す
る
方
面
と
連
合
共
同
し
て
、
労

　
　
働
者
が
提
出
し
た
解
決
で
き
る
合
理
的
要
求
を
協
議
し
解
決
し
て
、

　
　
正
常
な
生
産
秩
序
を
迅
速
に
回
復
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
旧
法
二
五

　
　
条
）
と
規
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
改
正
法
は
「
工
会
は
労
働
者

　
　
を
代
表
し
て
企
業
、
事
業
単
位
或
い
は
関
係
す
る
方
面
と
協
議
し
て
、

　
　
労
働
者
の
意
見
と
要
求
を
反
映
し
、
併
せ
て
解
決
意
見
を
提
出
す
る
。

　
　
労
働
者
の
合
理
的
な
要
求
に
対
し
て
、
企
業
、
事
業
単
位
は
そ
れ
を

　
　
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
会
は
企
業
、
事
業
単
位
と
協
力
し
、

　
　
よ
く
活
動
し
、
生
産
、
業
務
秩
序
を
迅
速
に
回
復
す
る
」
（
法
二
七

　
　
条
）
と
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
工
会
が
関
与
せ
ず
労
働
者
が
自
発

　
　
的
に
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
山
猫
ス
ト
が
発
生
し
た
場
合
、
旧
法
で
は

　
　
工
会
が
直
ち
に
指
示
を
仰
ぐ
の
が
企
業
の
「
行
政
側
」
で
あ
っ
た
が
、

　
　
改
正
法
で
は
工
会
の
「
労
働
者
を
代
表
」
す
る
立
場
を
明
確
に
し
た
。

　
　
ま
た
、
労
働
模
範
の
評
議
選
挙
、
表
彰
は
、
旧
法
で
特
に
規
定
し
て

料
　
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
会
に
よ
っ
て
共
産
党
、
政
府
国
家
を

資
　
代
表
し
て
行
わ
れ
、
従
来
か
ら
工
会
の
主
な
業
務
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
改
正
法
は
「
労
働
模
範
と
先
進
生
産

（
活
動
）
者
の
評
議
選
挙
、
表
彰
、
養
成
及
び
管
理
の
活
動
」
が

「
政
府
の
委
託
」
に
よ
る
と
そ
の
性
質
を
明
確
に
し
た
（
法
三
二
条
）
。

そ
し
て
、
労
働
条
件
の
決
定
、
労
働
安
全
衛
生
、
労
働
紛
争
の
処
理

な
ど
に
お
い
て
工
会
に
は
広
範
な
「
意
見
提
出
権
」
を
有
し
て
い
る

が
、
改
正
法
は
工
会
の
意
見
に
対
し
て
企
業
が
速
や
か
に
研
究
し
、

書
面
で
工
会
に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
工

会
の
意
見
提
出
権
を
実
効
の
あ
る
も
の
と
し
て
保
障
し
よ
う
と
し
た

（
法
二
一
－
二
四
条
、
二
六
条
）
。
ま
た
工
会
に
労
働
者
の
合
法
的
権

益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
事
故
調
査
権
を
新
た
に
付
与
し
た
（
法
二

五
条
）
。

　
第
五
章
「
工
会
の
活
動
経
費
と
財
産
」
で
は
、
「
工
会
組
織
を
樹

立
し
て
い
る
企
業
、
事
業
単
位
、
機
関
が
毎
月
労
働
者
全
員
の
賃
金

総
額
の
百
分
の
二
に
応
じ
て
工
会
に
対
し
交
付
す
る
経
費
は
納
税
前

支
出
と
す
る
」
と
企
業
に
税
制
上
の
優
遇
策
を
付
与
し
た
後
（
四
二

条
一
項
二
号
二
項
）
、
「
企
業
、
事
業
単
位
が
正
当
な
理
由
が
な
く
工

会
経
費
の
支
給
を
遅
延
し
ま
た
は
拒
ん
で
支
給
し
な
い
場
合
、
基
層

工
会
ま
た
は
そ
の
上
部
…
機
関
は
地
方
の
人
民
法
院
に
支
給
命
令
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
拒
ん
で
支
給
命
令
を
執
行
し
な
い
場
合
、

工
会
は
人
民
法
院
の
強
制
執
行
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
し
、
企
業
の
工
会
経
費
の
遅
延
ま
た
は
不
納
を
厳
し
く
規
制
し
た
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（
四
三
条
）
。

　
要
す
る
に
、
工
会
法
改
正
の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
工
会
の
行

政
化
を
薄
め
て
そ
の
労
働
者
利
益
の
代
表
者
と
し
て
の
性
格
を
よ
り

明
確
に
す
る
ほ
か
、
工
会
の
組
織
率
の
ア
ッ
プ
と
工
会
活
動
経
費
の

保
障
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
と
言
い
う
る
。
こ
こ
に
工
会
組
織
率
の

低
下
と
工
会
活
動
経
費
の
不
足
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
窺
え
る
。

も
っ
と
も
、
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
民
営
企
業
は
工
会
の
設
立
に
消

極
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
小
規
模
の
国
有
企
業
も
買
収
、
合
併
、
請

負
、
リ
ー
ス
な
ど
の
形
で
民
営
企
業
へ
の
転
身
を
加
速
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
営
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
工
会
が
自
然
的
に
消
滅
し
、

山
東
省
威
海
の
二
つ
の
市
だ
け
で
も
こ
う
し
た
民
営
化
の
中
で
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

三
の
工
会
が
姿
を
消
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
国
工
会
の
主
な

活
動
経
費
は
企
業
が
支
給
さ
れ
る
労
働
者
全
員
の
賃
金
総
額
の
二
％

で
あ
る
が
、
現
在
実
際
に
支
給
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
六
割
程
度
に

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
改
正
法
で
第
六
章
を
新
た
に
付
け
加
え
た
の
も
、
主
に
工
会
組
織

率
の
低
下
と
工
会
活
動
経
費
の
不
足
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
対
応
す

る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
国
で
は
工
会
勤
務
要
員

〔
工
作
人
員
〕
の
活
動
を
保
障
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
勤
務
要
員
の
非

違
行
為
に
も
工
会
内
処
分
及
び
民
事
・
刑
事
の
法
的
責
任
を
追
及
す

る
と
規
定
し
た
（
法
五
五
条
）
。

三
　
残
さ
れ
た
課
題

ω
　
労
使
の
定
義
及
び
工
会
の
自
主
性
・
民
主
性

　
改
正
工
会
法
に
お
い
て
は
労
使
に
当
た
る
概
念
と
し
て
「
職
工
し

と
「
企
業
」
を
用
い
た
。

　
そ
も
そ
も
中
国
に
お
い
て
は
、
「
労
働
法
」
に
は
じ
め
て
「
労
働

者
」
と
い
う
概
念
が
登
場
す
る
ま
で
、
憲
法
及
び
労
働
関
係
法
令
に

お
い
て
「
工
人
」
と
「
職
工
」
を
そ
れ
ぞ
れ
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
概
念
に
対
し
て
、
関
係
法
律
は
規
定
し
て
お
ら
ず
、
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

も
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
に
対
す
る
定
義
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
。
社
会

学
的
ア
プ
ロ
；
チ
に
よ
れ
ぽ
、
「
工
人
」
に
階
級
と
し
て
の
「
工
人
」

と
職
業
と
し
て
の
「
工
人
」
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
階
級
と
し
て
の

「
工
人
」
に
は
公
務
員
、
企
業
の
管
理
職
等
も
含
ま
れ
る
が
、
職
業

と
し
て
の
「
工
人
」
は
体
力
労
働
ま
た
は
単
純
労
働
に
従
事
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ね

の
を
指
し
、
そ
こ
に
は
公
務
員
、
企
業
の
管
理
職
等
は
含
ま
れ
な
い
。

そ
し
て
「
工
人
」
は
身
分
的
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
職
工
」

は
一
般
的
に
「
企
業
職
工
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
企
業
に
属
す
る
こ

と
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
職
工
」
と
は
、
「
職
員
」
と
「
工

人
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
工
人
」
は
単
純
労
働
者
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
「
職
員
」
は
同
じ
「
工
人
」
階
級
で
あ
り
な
が
ら
、
ラ

ン
ク
が
「
工
人
」
よ
り
上
に
付
け
ら
れ
て
い
る
技
術
者
・
行
政
管
理
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者
等
を
指
す
。
「
労
働
法
」
で
は
じ
め
て
登
場
し
た
「
労
働
者
」
と

　
　
い
う
概
念
は
、
同
法
に
は
そ
の
定
義
が
お
か
れ
て
い
な
い
が
、
使
用

　
　
単
位
と
の
労
働
契
約
を
媒
介
と
す
る
被
用
者
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

　
　
　
　
れ
　

　
　
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
職
工
」
は
こ
の
よ
う
な
契
約
的
要
素
が
含

　
　
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
工
会
法
に
よ
れ
ば
「
工
会
に
参
加
し
組
織
す
る
権
利
を
有
す
る
」

　
　
の
が
「
賃
金
収
入
を
主
要
な
生
活
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
肉
体
労
働

　
　
者
と
頭
脳
労
働
者
」
で
あ
る
（
同
法
三
条
）
。
し
か
し
、
国
有
企
業

　
　
で
は
企
業
の
経
営
者
を
含
め
る
企
業
に
属
す
る
全
員
が
「
職
工
」
で

　
　
あ
り
、
童
事
長
、
総
経
理
、
党
書
記
な
ど
「
上
か
ら
」
任
命
さ
れ
る

　
　
も
の
も
従
業
員
と
し
て
給
与
支
払
い
を
受
け
て
お
り
、
当
然
「
職

　
　
工
」
で
あ
り
、
工
会
会
員
と
な
る
。

　
　
　
工
会
法
に
は
使
用
者
と
い
う
概
念
が
な
く
、
労
使
関
係
の
当
事
者

　
　
と
な
る
の
が
「
企
業
」
で
あ
る
。
「
企
業
」
も
労
使
関
係
に
お
け
る

　
　
当
事
者
性
・
責
任
帰
属
先
性
と
し
て
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
問

　
　
題
と
な
る
の
は
「
企
業
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
明
確
に
さ

　
　
れ
て
い
な
い
。
問
題
の
一
面
は
、
「
労
働
法
」
の
「
用
人
単
位
」
に

　
　
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
「
企
業
」
に
対
し
て
、
中
国
で
は
法
人
格
の
有

　
　
無
が
問
わ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
一
方
、
工
会
法
の
「
組
織
と
潤

目
　
人
」
（
三
条
、
一
二
条
）
の
用
語
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
と

資
　
企
業
（
組
織
）
が
重
畳
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
「
個
人
」
が
「
企
業
」
側
に
属
す
る
か
も
明
確
で
は
な

い
。
　
そ
し
て
、
工
会
を
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
団
体
と
し
て
捉
え

て
も
、
こ
れ
と
対
抗
す
る
使
用
者
団
体
は
中
国
に
未
だ
に
存
在
し
な

い
。
周
知
の
よ
う
に
、
社
会
主
義
中
国
に
お
い
て
は
、
日
経
連
の
よ

う
な
使
用
者
を
代
表
す
る
組
織
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
如
何
な
る
組
織
が
使
用
者
代
表
ま
た
は
企
業
代
表
に
あ
た
る
か

が
未
だ
に
確
定
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
企
業
代
表
に
つ
い
て
は
、

「
国
営
企
業
労
働
紛
争
処
理
並
行
規
定
」
（
一
九
八
七
年
七
月
コ
忌

日
）
は
「
企
業
主
管
部
門
の
代
表
ま
た
は
企
業
主
管
部
門
の
委
託
し

た
関
連
部
門
の
代
表
」
と
、
同
「
暫
行
規
定
」
の
改
正
法
で
あ
る

「
企
業
労
働
紛
争
処
理
条
例
」
（
一
九
九
三
年
八
月
一
日
）
は
「
政
府

指
定
の
経
済
総
合
管
理
部
門
の
代
表
」
と
し
て
い
る
（
同
条
例
＝
二

条
一
項
）
。
そ
し
て
「
企
業
最
低
賃
金
規
定
」
（
一
九
九
三
年
一
一
月

二
四
日
）
は
「
経
営
者
協
会
」
（
原
語
1
1
企
業
家
協
会
）
を
企
業
の

代
表
と
し
て
い
る
（
同
規
定
六
条
）
。
し
か
し
、
企
業
主
管
部
門
及

び
経
済
総
合
管
理
部
門
が
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
経
営
者
協
会
も
国
有
企
業
経
営
者
の
連
合
会
で
あ
る
た
め
、
行

政
機
関
に
近
い
組
織
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
使
用
者
の
利
益
を
代
表
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
る
組
織
と
は
言
い
難
い
。

　
す
な
わ
ち
、
工
会
法
に
よ
れ
ば
、
労
使
関
係
の
当
事
者
は
「
職
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工
」
と
「
企
業
」
で
あ
る
が
、
他
方
、
企
業
の
従
業
員
全
員
が
「
職

工
」
で
あ
り
、
企
業
の
労
使
全
員
が
工
会
会
員
と
な
る
。
ま
た
、
建

前
上
社
会
主
義
に
お
い
て
「
職
工
」
が
「
企
業
」
の
「
主
人
公
」
で

あ
る
た
め
、
「
職
工
」
全
員
も
ま
た
「
企
業
」
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
労
・
使
が
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
「
職
工
」
と
「
企
業
」
は
両
当

事
者
と
し
て
二
重
代
理
の
齪
齢
を
生
じ
、
交
渉
や
合
意
に
も
と
つ
く

労
使
関
係
が
相
変
わ
ら
ず
形
成
さ
れ
が
た
い
。
そ
し
て
、
「
職
工
」

を
要
件
と
し
て
い
る
工
会
も
実
質
上
盤
と
使
の
全
員
を
取
り
入
れ
、

さ
ら
に
戦
う
相
手
で
あ
る
使
用
者
団
体
も
存
在
し
な
い
た
め
、
労
働

組
合
と
し
て
の
基
本
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
べ
き
自
主
性
と
民

主
性
か
ら
は
遠
離
っ
て
い
く
。

　
工
会
の
自
主
性
に
関
し
て
は
工
会
の
活
動
原
則
と
組
織
原
則
の
改

正
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
活
動
原
則
と
し
て
は
「
中
国
共
産

党
の
指
導
」
が
は
じ
め
て
工
会
法
の
中
に
規
定
さ
れ
た
（
四
条
）
。

従
来
、
工
会
は
憲
法
の
み
を
根
本
的
な
活
動
原
則
と
し
、
工
会
規
則

に
し
た
が
っ
て
独
立
自
主
的
に
活
動
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
共
産

党
の
指
導
と
い
う
活
動
原
則
は
工
会
規
則
の
規
定
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
五
〇
年
工
会
法
と
九
二
年
工
会
法
に
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

共
産
党
は
労
働
者
階
級
の
政
党
で
あ
る
以
上
、
工
会
は
そ
の
指
導
を

受
け
る
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
現
に
共
産
党
は
一
元
支
配
の
政
権
党

で
あ
り
、
共
産
党
の
指
導
を
工
会
法
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
党
の

工
会
に
対
す
る
統
制
が
容
易
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
工
会
が
さ

ら
に
労
働
者
の
利
益
代
表
と
し
て
の
自
主
性
を
失
っ
て
い
く
お
そ
れ

が
あ
る
。

②
　
「
労
働
三
権
し
そ
の
他

　
も
っ
と
も
、
団
体
的
労
働
法
は
、
労
働
者
の
権
利
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
労
働
者
へ
の
強
行
的
保
護
を
可
能
と
す
る
。

先
進
諸
国
で
は
、
労
働
基
本
権
保
障
と
し
て
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、

争
議
権
を
含
む
団
体
行
動
権
と
一
体
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
理
解
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ

従
来
支
配
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
中
国
で
い
わ
ゆ
る
労
働

三
権
に
つ
い
て
は
一
定
の
関
心
が
持
た
れ
始
め
て
い
る
も
の
の
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

制
度
上
こ
れ
を
回
避
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
工
会
法
の
改
正
で
は
工
会
が
労
働
者

の
利
益
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
の
手
段
と
し
て

団
体
交
渉
を
通
じ
て
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
工
会
自
身
の
「
自
主
性
」
に
対
し
て
は

ほ
と
ん
ど
改
正
を
行
っ
て
い
な
い
。

　
工
会
を
組
織
す
る
権
利
に
関
し
て
は
、
工
会
法
は
労
働
者
が
「
工

会
に
参
加
・
組
織
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
、
「
参
加
」
を
前

置
き
に
す
る
こ
と
は
労
働
者
に
あ
く
ま
で
も
工
会
の
上
級
機
関
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
基
層
工
会
に
参
加
す
る
権
利
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
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い
こ
と
に
法
的
根
拠
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
日
本
な

　
　
ど
で
い
う
団
結
権
と
は
異
質
の
権
利
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
団
体
交
渉
に
つ
い
て
は
「
労
働
法
」
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
制

　
　
度
的
根
拠
と
し
て
は
行
政
規
則
で
あ
る
「
労
働
協
約
規
定
」
（
一
九

　
　
九
四
年
一
二
月
五
日
）
に
よ
る
。
同
規
定
は
「
集
書
協
商
」
と
い
う

　
　
文
言
を
用
い
、
そ
れ
が
団
体
交
渉
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
と
解
釈
さ
れ

　
　
　
　
　
お
　

　
　
て
い
る
。
し
か
し
、
工
会
法
で
は
「
平
等
協
商
」
と
い
う
文
言
を
用

　
　
い
、
そ
れ
が
団
体
交
渉
で
は
な
く
対
等
協
議
し
か
意
味
し
な
い
と
理

　
　
解
さ
れ
う
る
。

　
　
　
ま
た
、
「
近
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ほ
と
ん
ど
労
働
者
の
権
利
・
利
益

　
　
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
ら
発
生
し
た
」
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
法

　
　
的
誘
導
の
見
地
か
ら
ス
ト
権
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
も

　
　
あ
る
が
、
工
会
法
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
権
利
を
労
働
者
ま
た
は
工
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

　
　
付
与
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
国
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
提
唱
し
て
い
な

　
　
い
ば
か
り
で
な
く
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
抑
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
理

　
　
解
で
き
る
。
法
理
上
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
法
的
権
利
で
な
い
以
上
、
労

　
　
働
者
ま
た
は
工
会
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
行
為
は
法
の
保
護
を
受
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
こ
と
と
な
り
、
国
も
そ
れ
を
保
障
す
る
義
務
が
な
い
と
解
釈
で
き
る
。

　
　
　
要
す
る
に
、
「
自
主
性
」
の
な
い
工
会
は
権
利
・
利
益
同
一
と
い
う

料
　
建
前
の
も
と
で
は
、
本
当
の
意
味
の
団
体
交
渉
が
で
き
な
い
で
あ
ろ

資
　
う
。
当
然
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
労
働
協
約
制
度
も
機
能
し
な

く
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
労
働
協
約
制
度
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、

本
当
の
意
味
の
団
体
交
渉
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
立
が
必
要
と
な
り
、
団

体
交
渉
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
立
に
は
工
会
の
変
容
が
要
求
さ
れ
、
工
会

の
変
容
と
団
体
交
渉
の
実
質
的
保
障
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
め
る
争
議

権
の
保
障
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
権
利
保
障
は

改
正
工
会
法
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
労
働
三
権
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
団
体
交
渉
の
権
利
を
独
自
に
構
築
し
よ
う
と
し

て
も
、
は
っ
き
り
し
た
根
拠
法
が
な
い
た
め
、
権
利
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

付
“
改
正
後
の
工
会
法

　
中
華
人
民
共
和
国
工
会
法

　
（
一
九
九
二
年
四
月
三
日
第
七
期
全
人
代
第
五
回
会
議
採
択
、
同

日
公
布
、
施
行
、
改
正
決
定
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
七
日
第
九
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
人
代
常
務
委
員
会
第
二
四
回
会
議
採
択
、
同
日
公
布
、
施
行
）

第
1
章
　
総
則

第
一
男
工
会
の
国
家
政
治
・
経
済
と
社
会
生
活
の
中
に
於
け
る
地

位
を
保
障
し
、
工
会
の
権
利
と
義
務
を
確
定
し
、
工
会
に
社
会
主
義

現
代
化
建
設
事
業
の
中
で
の
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
憲
法
に
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基
づ
い
て
、
本
法
を
制
定
す
る
。

第
二
条
　
工
会
は
労
働
者
が
自
由
意
思
で
結
合
す
る
労
働
者
階
級
の

大
衆
組
織
で
あ
る
。

　
中
華
全
国
総
工
会
お
よ
び
そ
の
各
通
会
組
織
は
労
働
者
の
利
益
を

代
表
し
、
法
に
よ
っ
て
労
働
者
の
合
法
的
な
権
益
を
保
護
［
維
護
］

す
る
。

第
三
条
　
中
国
国
内
の
企
業
・
事
業
単
位
・
機
関
の
中
に
於
い
て
賃

金
収
入
を
主
要
な
生
活
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
肉
体
勤
労
者
と
頭
脳

勤
労
者
は
、
民
族
・
種
族
・
性
別
・
職
業
・
宗
教
信
仰
・
教
育
程
度

を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
法
に
よ
り
工
会
に
参
加
し
組
織
す
る
権
利
を

有
す
る
。
い
ず
れ
の
組
織
と
個
人
は
こ
れ
を
阻
止
、
制
限
し
て
は
な

ら
な
い
。

第
四
条
　
工
会
は
必
ず
憲
法
を
遵
守
し
擁
護
し
て
、
憲
法
を
も
っ
て

根
本
的
な
活
動
準
則
と
し
、
経
済
建
設
を
中
心
と
し
、
社
会
主
義
道

路
を
堅
持
し
、
人
民
民
主
独
裁
を
堅
持
し
、
中
国
共
産
党
の
指
導
を

堅
持
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
毛
沢
東
思
想
邸
小
平
理
論
を

堅
持
し
、
改
革
開
放
を
堅
持
し
、
工
会
規
則
に
し
た
が
っ
て
独
立
自

主
な
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
工
会
会
員
全
国
代
表
大
会
は
「
中
国
工
会
規
則
」
を
制
定
ま
た
は

改
正
し
、
同
規
則
は
憲
法
と
法
律
に
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
国
家
は
工
会
の
合
法
的
権
益
が
侵
犯
さ
れ
な
い
よ
う
保
護
す
る
。

第
五
条
　
工
会
は
労
働
者
を
組
織
と
教
育
を
し
て
憲
法
と
法
律
の
規

定
に
従
っ
て
民
主
的
権
利
を
行
使
し
、
国
家
の
主
人
公
の
役
割
を
発

揮
し
、
各
種
の
経
路
と
形
式
を
通
じ
て
、
国
家
事
務
の
管
理
に
参
加

し
、
経
済
と
文
化
事
業
を
管
理
し
、
社
会
事
業
を
管
理
す
る
。
工
会

は
人
民
政
府
の
業
務
の
展
開
に
協
力
援
助
し
、
労
働
者
階
級
が
指
導

し
・
労
農
連
盟
を
も
っ
て
基
礎
と
す
る
人
民
民
主
独
裁
の
社
会
主
義

国
家
政
権
を
擁
護
す
る
。

第
六
条
　
労
働
者
の
合
法
的
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
は
工
会

の
基
本
的
職
責
で
あ
る
。
工
会
は
全
国
人
民
全
体
の
利
益
を
擁
護
す

る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
合
法
的
権
益
を
保
護
す
る
。

　
工
会
は
団
体
交
渉
と
労
働
協
約
制
度
を
通
じ
て
、
労
働
関
係
を
協

調
さ
せ
、
企
業
労
働
者
の
労
働
権
益
を
保
護
す
る
。

　
工
会
は
法
律
規
定
に
よ
っ
て
従
業
員
代
表
大
会
「
職
工
代
表
大

会
」
ま
た
は
そ
の
他
の
形
式
を
通
じ
て
、
労
働
者
が
所
属
単
位
［
本

単
位
］
の
民
主
的
決
定
、
民
主
的
管
理
お
よ
び
民
主
的
監
督
に
参
加

す
る
こ
と
を
組
織
す
る
。

第
七
条
　
工
会
は
労
働
者
を
動
員
及
び
組
織
し
て
積
極
的
に
経
済
建

設
に
参
加
し
、
生
産
任
務
と
活
動
任
務
の
完
成
に
努
力
す
る
。
労
働

者
の
思
想
・
道
徳
と
科
学
・
文
化
・
技
術
・
業
務
の
素
質
を
高
め
、

労
働
者
を
し
て
理
想
が
あ
り
・
道
徳
が
あ
り
・
教
養
が
あ
り
・
規
律

が
あ
る
労
働
者
に
な
ら
し
め
る
。
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第
八
条
中
華
全
国
総
工
会
は
独
立
・
平
等
・
相
互
尊
重
・
内
部
事

務
に
対
す
る
相
互
不
干
渉
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
各
国
の
労
働
組
合

組
織
と
友
好
協
力
関
係
を
強
化
す
る
。

　
　
第
2
章
　
工
会
の
組
織

　
　
第
九
条
　
工
会
の
各
級
組
織
は
民
主
集
中
制
の
原
則
に
照
ら
し
て
樹

　
　
立
す
る
。

　
　
　
各
級
工
会
委
員
会
は
会
員
大
会
或
い
は
会
員
代
表
大
会
の
民
主
的

　
　
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
企
業
の
主
要
責
任
者
の
親
族
は
企
業

　
　
基
層
工
会
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
各
級
工
会
委
員
会
は
同
級
会
員
大
会
或
い
は
会
員
代
表
大
会
に
対

　
　
し
て
責
を
負
い
併
わ
せ
て
活
動
を
報
告
し
、
こ
の
監
督
を
受
け
る
。

　
　
　
工
会
会
員
大
会
或
い
は
会
員
代
表
大
会
は
そ
の
選
挙
し
た
代
表
並

　
　
び
に
工
会
委
員
会
の
構
成
人
員
を
更
迭
或
い
は
罷
免
す
る
権
利
を
有

　
　
す
る
。

　
　
　
上
級
工
会
組
織
は
下
級
工
会
組
織
を
領
導
す
る
。

　
　
第
一
〇
条
　
企
業
・
事
業
単
位
・
機
関
が
会
員
二
五
人
以
上
を
有
す

　
　
る
と
き
は
、
基
層
工
会
委
員
会
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
“
会
員

　
　
が
二
五
人
に
不
足
す
る
と
き
は
、
単
独
に
基
層
工
会
委
員
会
を
樹
立

料
　
し
、
ま
た
は
二
単
位
以
上
の
会
員
の
連
合
で
基
層
工
会
委
員
会
を
樹

資
　
立
し
、
ま
た
は
組
織
員
一
人
を
選
挙
し
て
、
会
員
を
組
織
し
活
動
を

展
開
す
る
。
女
子
労
働
者
が
多
数
の
場
合
、
工
会
女
子
労
働
者
委
員

会
を
樹
立
し
、
同
級
工
会
の
指
導
下
で
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
女
子
労
働
者
が
少
数
の
場
合
、
工
会
委
員
会
に
女
子
労
働
者

委
員
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
企
業
労
働
者
が
多
数
の
郷
鎮
、
都
会
部
の
街
道
に
お
い
て
は
、
基

層
工
会
の
連
合
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
県
級
以
上
の
地
方
に
地
方
各
級
総
工
会
を
樹
立
す
る
。

　
同
一
業
種
或
い
は
性
質
の
近
似
す
る
幾
つ
か
の
業
種
は
、
必
要
に

基
づ
い
て
全
国
的
或
い
は
地
方
的
産
業
工
会
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
全
国
に
統
一
的
な
中
華
全
国
総
工
会
を
樹
立
す
る
。

第
二
条
基
層
工
会
・
地
方
各
級
総
工
会
・
全
国
或
い
は
地
方
産

業
工
会
を
樹
立
す
る
に
は
、
一
級
上
の
工
会
に
必
ず
報
告
し
承
認
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
工
会
の
上
部
機
関
［
上
級
工
会
］
は
人
員
を
派
遣
し
、
企
業
労
働

者
が
工
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
援
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
か
な

る
単
位
お
よ
び
個
人
は
阻
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
二
条
い
か
な
る
組
織
お
よ
び
個
人
も
、
随
意
に
工
会
を
取
消
、

合
併
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　
基
層
工
会
の
組
織
の
所
在
す
る
企
業
が
終
始
し
或
い
は
所
在
す
る

事
業
単
位
・
機
関
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
工
会
の
組
織
も
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当
然
に
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
上
部
団
体

に
対
し
て
報
告
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
工
会
に
お
い
て
は
、
そ
の

会
員
の
籍
が
継
続
的
に
留
保
さ
れ
、
具
体
的
な
管
理
規
定
［
管
理
弁

法
］
は
中
華
全
国
総
工
会
に
よ
っ
て
制
定
す
る
。

第
＝
二
条
　
労
働
者
二
〇
〇
人
以
上
を
有
す
る
企
業
、
事
業
単
位
の

工
会
に
お
い
て
は
、
専
門
職
の
工
会
主
席
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

工
会
の
専
従
者
の
人
数
は
工
会
と
企
業
、
事
業
単
位
の
協
議
に
よ
っ

て
確
定
す
る
。

第
一
四
条
　
中
華
全
国
総
工
会
・
地
方
総
工
会
・
産
業
工
会
は
社
会

団
体
の
法
人
格
（
原
語
一
法
人
資
格
）
を
取
得
す
る
。

　
基
層
工
会
組
織
が
民
法
通
則
に
規
定
す
る
法
人
の
条
件
を
具
備
す

る
と
き
は
、
法
に
よ
り
社
会
団
体
の
法
人
格
を
取
得
す
る
。

第
一
五
条
　
基
層
委
員
会
の
任
期
は
三
年
ま
た
は
五
年
と
す
る
。
各

級
地
方
総
工
会
お
よ
び
産
業
工
業
工
会
委
員
会
の
任
期
は
五
年
と
す

る
。第
一
六
条
　
基
層
工
会
委
員
会
は
定
期
的
に
会
員
大
会
ま
た
は
会
員

代
表
大
会
を
招
集
し
、
工
会
活
動
に
お
け
る
重
要
問
題
を
討
議
・
決

定
す
る
。
基
層
工
会
委
員
会
ま
た
は
三
分
の
一
以
上
の
工
会
会
員
の

提
議
に
よ
っ
て
、
臨
時
的
に
会
員
大
会
ま
た
は
会
員
代
表
大
会
を
招

集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
条
　
工
会
主
席
・
副
主
席
の
任
期
が
未
だ
満
了
し
な
い
と
き

は
、
そ
の
任
務
を
随
意
に
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
。
任
務
に
よ
り
変

更
が
必
要
な
と
き
は
、
当
該
級
工
会
委
員
会
と
一
級
上
の
工
会
の
同

意
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

　
工
会
主
席
・
副
主
席
を
罷
免
す
る
場
合
は
、
会
員
大
会
ま
た
は
会

員
代
表
大
会
を
招
集
し
、
討
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
員
大
会

全
員
ま
た
は
会
員
代
表
大
会
代
表
全
員
の
過
半
数
の
採
択
が
な
け
れ

ば
罷
免
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
八
条
　
基
層
工
会
の
専
門
職
の
主
席
、
副
主
席
ま
た
は
委
員
は
、

任
期
の
初
日
か
ら
労
働
契
約
の
期
限
が
自
動
的
に
延
長
す
る
。
延
長

の
期
限
は
そ
の
任
期
の
期
間
に
相
当
す
る
。
非
専
門
職
の
主
席
、
副

主
席
ま
た
は
委
員
は
、
任
期
の
初
日
か
ら
、
履
行
し
て
い
な
い
労
働

契
約
の
期
限
が
任
期
よ
り
短
い
場
合
、
労
働
契
約
の
期
限
が
自
動
的

に
任
期
満
了
ま
で
延
長
す
る
。

第
3
章
　
工
会
の
権
利
と
義
務

第
一
九
条
　
企
業
、
事
業
単
位
が
労
働
者
大
会
制
度
と
そ
の
他
の
民

主
管
理
制
度
に
違
反
す
る
と
き
は
、
工
会
は
意
見
を
提
出
す
る
権
利

を
有
し
、
労
働
者
が
法
に
よ
り
民
主
的
管
理
を
行
使
す
る
権
利
を
保

障
す
る
。

　
法
律
・
法
規
の
規
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
従
業
員
大
会
ま
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た
は
従
業
員
代
表
大
会
に
提
出
し
、
そ
の
審
議
、
採
択
、
決
定
を
受

　
　
け
る
事
項
は
、
企
業
、
事
業
単
位
は
法
に
従
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。

　
　
第
二
〇
条
　
工
会
は
、
労
働
者
が
企
業
・
企
業
式
管
理
が
行
わ
れ
て

　
　
い
る
事
業
単
位
と
労
働
契
約
（
原
語
一
労
働
合
同
）
を
締
結
す
る
の

　
　
を
援
助
・
指
導
す
る
。

　
　
　
工
会
は
、
労
働
者
を
代
表
し
て
企
業
・
企
業
式
管
理
が
行
わ
れ
て

　
　
い
る
事
業
単
位
と
労
働
協
約
を
締
結
す
る
。
労
働
協
約
草
案
は
従
業

　
　
員
代
表
大
会
ま
た
は
従
業
員
全
員
の
討
論
採
択
に
付
さ
れ
る
べ
き
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
工
会
が
労
働
協
約
を
締
結
す
る
場
合
、
上
一
級
の
工
会
は
支
持
と

　
　
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
企
業
が
労
働
協
約
に
違
反
し
、
労
働
者
の
労
働
権
益
を
侵
害
し
た

　
　
場
合
、
工
会
は
法
に
基
づ
い
て
企
業
が
責
任
を
負
う
こ
と
を
要
求
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
協
約
の
履
行
で
紛
争
が
発
生
し
、
協
議
で

　
　
解
決
が
で
き
な
い
場
合
、
工
会
は
労
働
紛
争
仲
裁
機
構
に
仲
裁
を
申

　
　
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
裁
機
構
が
受
理
し
な
い
ま
た
は
仲
裁
裁

　
　
決
に
不
服
す
る
場
合
、
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。

料
　
第
二
一
条
　
企
業
、
事
業
単
位
の
労
働
者
の
処
分
を
工
会
は
不
適
当

資
　
と
認
め
た
と
き
は
、
意
見
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
企
業
は
一
方
的
に
労
働
者
と
の
労
働
契
約
を
解
除
す
る
場
合
、
事

前
に
そ
の
理
由
を
工
会
に
通
知
す
る
べ
き
で
あ
る
。
工
会
は
企
業
が

法
律
・
法
規
及
び
関
係
す
る
契
約
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
、
改
め

て
研
究
処
理
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
場
合
、
企
業
は
工
会
の
意
見
を

研
究
し
、
処
理
結
果
を
書
面
を
も
っ
て
工
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
労
働
者
が
企
業
に
よ
り
そ
の
労
働
権
益
を
侵
害
さ
れ
た
と
認
め
、

労
働
紛
争
仲
裁
を
申
請
し
、
ま
た
は
人
民
法
院
に
提
訴
す
る
場
合
、

工
会
は
支
持
と
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
二
条
企
業
、
事
業
単
位
は
労
働
法
律
・
法
規
に
違
反
し
、
左

の
労
働
者
の
労
働
権
益
を
侵
害
す
る
場
合
、
工
会
は
労
働
者
を
代
表

し
、
企
業
、
事
業
単
位
と
交
渉
し
、
企
業
、
事
業
単
位
が
改
め
る
措

置
を
と
る
よ
う
要
求
す
べ
き
で
あ
る
。
企
業
、
事
業
単
位
は
、
そ
れ

を
研
究
・
処
理
し
、
か
つ
工
会
に
返
答
す
る
べ
き
で
あ
る
。
企
業
、

事
業
単
位
が
拒
ん
で
改
め
な
い
場
合
、
工
会
は
地
方
人
民
政
府
が
法

に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
e
　
労
働
者
の
賃
金
を
控
除
す
る
場
合

　
口
　
労
働
安
全
衛
生
条
件
を
提
供
し
な
い
場
合

　
日
　
随
意
に
労
働
条
件
を
延
長
す
る
場
合

　
四
　
女
子
労
働
者
お
よ
び
未
成
年
労
働
者
の
特
殊
的
な
権
益
を
侵

　
　
害
す
る
場
合
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㈲
　
そ
の
他
厳
重
に
労
働
者
の
労
働
権
益
を
侵
害
す
る
場
合

第
二
三
条
　
工
会
は
国
家
の
規
定
に
従
っ
て
企
業
の
新
築
・
増
築
と

技
術
改
造
工
程
中
の
労
働
条
件
及
び
安
全
衛
生
施
設
と
主
体
行
程
と

同
時
に
設
計
・
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
監
督
す
る
。
工
会
の
提
出

し
た
意
見
に
対
し
て
企
業
ま
た
は
主
管
部
門
は
真
剣
に
処
理
し
、
処

理
結
果
を
書
面
で
工
会
に
通
知
す
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
四
条
　
工
会
が
企
業
が
労
働
者
に
対
す
る
危
険
な
作
業
を
規
則

に
違
反
し
指
揮
・
強
制
命
令
し
た
の
を
発
見
し
、
或
い
は
生
産
過
程

中
に
明
ら
か
に
重
大
な
事
故
が
隠
さ
れ
及
び
職
業
上
の
支
障
を
発
見

し
た
と
き
は
、
解
決
の
建
議
を
提
出
す
る
権
利
を
有
し
、
企
業
は
速

や
か
に
返
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
会
が
労
働
者
の
生
命
安
全

に
危
害
が
及
ぶ
状
況
を
発
見
し
た
と
き
は
、
企
業
に
対
し
て
危
険
な

現
場
か
ら
引
き
上
げ
る
よ
う
建
議
す
る
権
利
を
有
し
、
企
業
は
必
ず

速
や
か
に
処
理
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
五
条
　
工
会
は
、
企
業
、
事
業
単
位
が
労
働
者
の
合
法
的
権
益

を
侵
害
す
る
こ
と
に
対
し
て
調
査
を
行
う
権
利
を
有
し
、
関
連
単
位

は
そ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
条
傷
害
死
亡
事
故
と
そ
の
他
の
労
働
者
の
健
康
に
深
刻
な

危
害
を
及
ぼ
す
問
題
の
調
査
に
は
、
工
会
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
工
会
は
関
係
部
門
に
対
し
処
理
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出
し
、

併
せ
て
直
接
の
責
任
を
負
う
行
政
領
導
者
及
び
関
係
す
る
責
任
者
の

責
任
の
追
及
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
工
会
の
提
出
さ
れ
た
意

見
に
対
し
て
は
、
速
や
か
に
研
究
し
、
返
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
七
条
企
業
に
ス
ト
ラ
イ
キ
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
事
件
が
発
生

し
た
と
き
は
、
工
会
は
労
働
者
を
代
表
し
て
企
業
、
事
業
単
位
或
い

は
関
係
す
る
方
面
と
協
議
し
て
、
労
働
者
の
意
見
と
要
求
を
反
映
し
、

併
せ
て
解
決
意
見
を
提
出
す
る
。
労
働
者
の
合
理
的
な
要
求
に
対
し

て
、
企
業
、
事
業
単
位
は
そ
れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工

会
は
企
業
、
事
業
単
位
と
協
力
し
、
よ
く
活
動
し
、
生
産
、
業
務
秩

序
を
迅
速
に
回
復
す
る
。

第
二
八
条
　
工
会
は
、
企
業
の
労
働
紛
争
濡
濡
活
動
に
参
加
す
る
。

　
地
方
の
労
働
紛
争
仲
裁
組
織
に
は
同
級
の
工
会
代
表
が
参
加
す
る

べ
き
で
あ
る
。

第
二
九
条
　
二
級
以
上
の
各
級
総
工
会
は
所
属
す
る
工
会
と
労
働
者

の
た
め
に
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
〇
条
　
工
会
は
、
企
業
・
事
業
単
位
・
機
関
と
協
力
援
助
し
て

労
働
者
の
集
団
福
祉
事
業
を
上
手
に
処
理
し
、
賃
金
・
労
働
保
護
と

労
働
保
険
業
務
を
立
派
に
成
し
遂
げ
る
。

第
三
一
条
　
工
会
は
、
企
業
、
事
業
単
位
と
共
同
に
、
国
家
主
人
公

の
態
度
を
持
っ
て
労
働
し
か
つ
国
家
と
企
業
の
財
産
を
愛
護
す
る
よ

う
労
働
者
を
教
育
し
、
大
衆
的
な
合
理
化
建
議
及
び
技
術
革
新
を
展
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開
す
る
よ
う
労
働
者
を
組
織
し
、
余
暇
の
文
化
・
技
術
学
習
と
労
働

　
　
者
の
養
成
訓
練
を
行
い
、
文
化
娯
楽
・
体
育
活
動
を
展
開
す
る
よ
う

　
　
労
働
者
を
組
織
す
る
。

　
　
第
三
二
条
　
政
府
の
委
託
に
し
た
が
っ
て
、
工
会
は
関
連
部
門
と
共

　
　
同
に
労
働
模
範
と
先
進
生
産
（
活
動
）
者
の
評
議
選
挙
、
表
彰
、
養

　
　
成
及
び
管
理
の
活
動
を
成
し
遂
げ
る
。

　
　
第
三
三
条
国
家
機
関
は
労
働
者
の
利
益
を
直
接
関
わ
る
法
規
・
規

　
　
則
の
起
草
ま
た
は
改
正
を
組
織
す
る
場
合
、
工
会
の
意
見
を
聴
取
す

　
　
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
県
級
以
上
の
各
級
人
民
政
府
が
国
民
経
済
と
社
会
発
展
計
画
を
制

　
　
定
し
、
労
働
者
の
利
益
に
及
ぶ
重
大
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
級
の
工

　
　
会
の
意
見
を
聴
取
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
県
級
以
上
の
各
級
人
民
政
府
及
び
そ
の
関
連
部
門
が
労
働
就
業
、

　
　
賃
金
、
労
働
安
全
衛
生
、
社
会
保
険
等
の
労
働
者
の
切
実
な
利
益
に

　
　
及
ぶ
政
策
、
措
置
を
研
究
制
定
す
る
場
合
、
同
級
の
工
会
の
参
加
を

　
　
吸
収
し
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
第
三
四
条
　
県
級
以
上
の
各
級
人
民
政
府
は
会
議
を
招
集
し
ま
た
は

　
　
適
当
な
方
式
を
採
用
し
て
、
同
級
の
工
会
に
対
し
政
府
の
重
要
な
業

　
　
務
部
署
及
び
工
会
の
活
動
と
関
係
す
る
行
政
措
置
を
通
報
し
て
、
工

料
　
会
に
反
映
さ
れ
る
労
働
者
大
衆
の
意
見
と
要
求
を
研
究
解
決
す
る
こ

資
　
と
が
で
き
る
。

　
各
級
人
民
政
府
労
働
行
政
部
門
は
、
同
級
の
工
会
及
び
企
業
側
の

代
表
と
共
同
連
合
し
て
労
働
関
係
三
者
協
商
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
立
し
、

共
同
で
労
働
関
係
に
お
け
る
重
大
な
問
題
を
研
究
・
解
決
す
る
べ
き

で
あ
る
。

第
4
章
　
工
会
の
組
織

第
三
五
条
　
国
有
企
業
の
労
働
者
代
表
大
会
は
、
企
業
が
実
施
す
る

民
主
管
理
の
基
本
形
式
で
あ
り
、
労
働
者
が
民
主
的
管
理
を
行
使
す

る
機
構
で
あ
り
、
法
律
規
定
に
従
っ
て
職
権
を
行
使
す
る
。

　
国
有
企
業
の
工
会
委
員
会
は
、
労
働
者
代
表
大
会
の
業
務
機
構
で

あ
り
、
労
働
者
代
表
大
会
の
日
常
業
務
（
原
語
1
1
日
常
工
作
）
の
責

を
負
い
、
労
働
者
大
会
決
議
の
執
行
を
検
査
・
監
督
す
る
。

第
三
六
条
　
集
団
企
業
の
工
会
委
員
会
は
、
労
働
者
が
民
主
的
管
理

と
民
主
的
監
督
に
参
加
す
る
の
を
支
持
し
組
織
し
て
、
労
働
者
の
管

理
要
員
の
選
挙
と
罷
免
・
経
営
管
理
の
重
大
問
題
を
決
定
す
る
権
利

を
擁
護
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
七
条
　
本
法
第
三
五
条
、
第
三
六
条
の
規
定
以
外
の
企
業
、
事

業
単
位
の
工
会
は
、
法
律
規
定
に
従
っ
て
労
働
者
を
組
織
し
、
企
業
、

事
業
単
位
に
適
合
す
る
方
式
を
と
っ
て
企
業
、
事
業
単
位
の
民
主
的

管
理
に
参
加
す
る
。

第
三
八
条
　
企
業
、
事
業
単
位
が
経
営
管
理
及
び
発
展
の
重
大
問
題
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を
研
究
す
る
場
合
、
工
会
の
意
見
を
聴
取
す
べ
き
で
あ
る
。
企
業
、

事
業
単
位
が
賃
金
・
福
利
・
労
働
安
全
衛
生
・
社
会
保
険
等
労
働
者

の
身
近
な
利
益
に
渉
る
会
議
を
開
催
討
論
す
る
と
き
は
、
工
会
代
表

が
参
加
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
企
業
、
事
業
単
位
は
、
工
会
が
法
に
よ
り
活
動
を
展
開
す
る
の
を

支
持
す
べ
き
で
あ
り
、
工
会
は
企
業
、
事
業
単
位
が
法
に
よ
り
経
営

管
理
権
を
行
使
す
る
の
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
九
条
　
会
社
［
公
司
］
の
取
締
役
会
、
監
事
会
の
労
働
者
代
表

の
選
出
は
、
会
社
法
の
関
連
規
定
に
従
っ
て
実
行
す
る
。

第
四
〇
条
　
基
層
工
会
委
員
会
が
会
議
を
開
催
或
い
は
労
働
者
の
活

動
を
組
織
す
る
と
き
は
、
生
産
或
い
は
業
務
時
間
以
外
に
お
い
て
行

う
べ
き
で
あ
り
、
生
産
或
い
は
業
務
時
間
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
事
前
に
企
業
、
事
業
単
位
の
同
意
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

　
基
層
工
会
の
非
専
従
者
は
生
産
或
い
は
業
務
時
間
を
占
用
し
て
会

議
ま
た
は
工
会
組
織
の
活
動
に
参
加
す
る
場
合
、
月
に
三
日
を
超
え

て
は
な
ら
ず
、
そ
の
賃
金
は
元
通
り
支
給
さ
れ
、
そ
の
他
の
待
遇
も

影
響
を
受
け
な
い
。

第
四
一
条
　
企
業
、
事
業
単
位
及
び
機
関
の
工
会
委
員
会
専
従
者
の

賃
金
・
奨
励
金
・
補
助
金
は
、
所
在
単
位
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
。

社
会
保
険
と
そ
の
他
の
福
利
待
遇
等
は
、
当
該
単
位
の
労
働
者
と
同

等
の
待
遇
を
享
受
す
る
。

第
5
章
　
工
会
の
活
動
経
費
と
財
産

第
四
二
条
　
工
会
の
収
入
は
以
下
の
所
に
よ
る
。

　
e
　
工
会
会
員
が
納
入
す
る
会
費

　
ロ
　
工
会
組
織
を
樹
立
し
て
い
る
企
業
、
事
業
単
位
、
機
関
が
毎

　
　
月
労
働
者
全
員
の
賃
金
総
額
の
百
分
の
二
に
応
じ
て
工
会
に
対

　
　
し
交
付
す
る
活
動
経
費

　
口
　
工
会
に
所
属
し
て
い
る
企
業
・
事
業
単
位
の
上
納
す
る
収
入

　
四
　
人
民
政
府
の
補
助

　
㈲
　
そ
の
他
の
収
入

　
前
項
二
号
に
規
定
さ
れ
る
企
業
、
事
業
単
位
が
支
給
す
る
経
費
は
、

納
税
前
支
出
と
す
る
。

　
工
会
の
活
動
経
費
は
、
主
と
し
て
基
層
労
働
者
へ
の
服
務
及
び
工

会
活
動
に
用
い
る
。
活
動
経
費
使
用
の
具
体
的
規
則
は
、
中
華
全
国

総
工
会
が
制
定
す
る
。

第
四
三
条
　
企
業
、
事
業
単
位
が
正
当
な
理
由
が
な
く
工
会
活
動
経

費
の
支
給
を
遅
延
し
ま
た
は
拒
ん
で
支
給
し
な
い
場
合
、
基
層
工
会

ま
た
は
そ
の
上
部
…
機
関
は
地
方
の
人
民
法
院
に
支
給
命
令
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
拒
ん
で
支
給
命
令
を
執
行
し
な
い
場
合
、
工
会

は
人
民
法
院
の
強
制
執
行
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
四
条
　
工
会
は
、
経
費
独
立
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
予
算
・
決

算
と
経
費
の
審
査
監
督
制
度
を
樹
立
す
べ
き
で
あ
る
。
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各
級
工
会
は
、
経
費
審
査
委
員
会
を
樹
立
す
る
。

　
各
級
工
会
の
経
費
収
支
状
況
は
、
同
級
工
会
経
費
審
査
委
員
会
が

審
査
す
べ
き
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
定
期
的
に
会
員
大
会
ま
た
は
会
員

代
表
大
会
に
対
し
報
告
し
、
監
督
を
受
け
る
。
工
会
会
員
大
会
ま
た

は
会
員
代
表
大
会
は
経
費
使
用
状
況
に
対
し
て
意
見
を
提
出
す
る
権

利
を
有
す
る
。

　
工
会
活
動
経
費
の
使
用
は
、
国
家
の
監
督
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
五
条
各
級
人
民
政
府
と
企
業
・
事
業
単
位
・
機
関
は
工
会
の

執
務
と
活
動
の
展
開
の
た
め
に
、
必
要
な
施
設
と
活
動
の
場
所
等
の

物
質
的
条
件
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四
六
条
　
工
会
の
財
産
・
経
費
と
国
家
が
工
会
の
使
用
に
支
給
す

る
不
動
産
は
、
い
か
な
る
組
織
と
個
人
で
あ
れ
、
不
法
占
拠
・
流
用

及
び
任
意
調
達
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
七
条
　
工
会
に
所
属
し
て
い
る
労
働
者
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
す

る
企
業
・
事
業
単
位
は
、
そ
の
隷
属
関
係
を
随
意
に
変
え
て
は
な
ら

な
い
。

第
四
八
条
上
級
以
上
の
各
級
工
会
の
離
職
休
養
（
原
語
一
1
離

休
）
・
退
職
休
養
（
原
語
一
退
休
）
人
員
の
待
遇
は
、
国
家
機
関
勤

務
要
員
と
同
等
に
対
処
す
る
。

第
6
章
　
法
律
的
責
任

第
四
九
条
　
工
会
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
合
法
的

権
益
を
侵
害
す
る
も
の
に
対
し
て
、
人
民
政
府
ま
た
は
関
連
部
門
の

処
理
を
申
請
す
る
ま
た
は
人
民
法
院
に
提
訴
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
五
〇
条
　
こ
の
法
律
の
第
三
条
、
第
一
一
条
の
規
定
に
違
反
し
、

労
働
者
が
法
に
従
っ
て
工
会
へ
加
入
ま
た
は
組
織
す
る
こ
と
を
阻
止

し
、
ま
た
は
工
会
の
上
部
機
関
が
基
層
工
会
の
成
立
へ
の
援
助
、
指

導
を
阻
止
す
る
場
合
、
労
働
行
政
部
門
は
そ
の
改
正
を
命
令
す
る
。

拒
ん
で
改
正
し
な
い
場
合
、
労
働
行
政
部
門
は
県
級
以
上
の
人
民
法

院
の
処
理
を
申
請
す
る
。
暴
力
・
威
嚇
等
の
手
段
を
持
っ
て
阻
止
し

厳
重
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
犯
罪
と
な
っ
た
場
合
、
法
に
よ
っ
て
そ

の
刑
事
責
任
を
追
及
さ
れ
る
。

第
五
一
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
法
に
従
っ
て
職
責
を
果

た
す
工
会
委
員
を
正
当
な
理
由
が
な
く
配
転
し
、
報
復
を
行
う
と
き

に
は
、
労
働
行
政
部
門
は
そ
の
撤
回
及
び
、
委
員
の
元
職
場
へ
の
復

帰
を
命
令
す
る
。
損
害
を
も
た
ら
し
た
場
合
は
賠
償
す
る
。

　
法
に
従
っ
て
職
責
を
果
た
す
工
会
委
員
を
侮
辱
、
誹
諦
ま
た
は
人

身
的
傷
害
を
行
っ
て
、
犯
罪
を
構
成
す
る
者
に
対
し
て
は
、
法
に

従
っ
て
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
。
犯
罪
を
構
成
し
な
い
者
に
対
し
て

は
、
公
安
機
関
は
治
安
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
。

第
五
二
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
右
の
状
況
に
な
っ
た
場

合
、
労
働
行
政
部
門
は
そ
の
職
場
復
帰
を
命
令
し
、
か
つ
労
働
契
約
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が
解
除
さ
れ
る
機
関
の
得
ら
れ
る
報
酬
を
支
給
さ
せ
、
ま
た
は
そ
の

年
収
入
の
二
倍
半
当
た
る
賠
償
を
命
令
す
る
。

　
e
　
労
働
者
が
工
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
原
因
で
労
働
契
約

　
　
が
解
除
さ
れ
る
場
合

　
口
　
工
会
委
員
が
こ
の
法
律
の
規
定
す
る
職
責
を
履
行
す
る
こ
と

　
　
で
労
働
契
約
が
解
除
さ
れ
る
場
合

第
五
三
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
右
の
状
況
に
な
っ
た
場

合
、
県
級
以
上
の
人
民
政
府
は
そ
の
是
正
を
命
令
し
、
法
に
従
っ
て

処
理
す
る
。

　
8
　
工
会
が
労
働
者
を
組
織
し
、
従
業
員
代
表
大
会
ま
た
は
そ
の

　
　
他
の
形
式
を
通
じ
て
法
に
従
っ
て
民
主
的
権
利
を
行
使
す
る
こ

　
　
と
を
妨
害
す
る
場
合

　
口
　
法
に
違
反
し
て
工
会
組
織
を
取
消
、
合
併
さ
せ
る
場
合

　
日
　
工
会
が
労
働
者
の
労
災
事
故
及
び
そ
の
他
の
労
働
者
の
合
法

　
　
的
権
益
が
侵
害
さ
れ
る
問
題
の
調
査
処
理
を
妨
害
す
る
場
合

　
四
　
正
当
に
理
由
が
な
く
対
等
協
議
を
行
う
こ
と
を
拒
絶
す
る
場

　
　
合

第
五
四
条
　
こ
の
法
律
の
第
四
六
条
の
規
定
に
違
反
し
、
工
会
経
費

及
び
財
産
を
無
断
占
有
し
、
拒
ん
で
返
さ
な
い
場
合
、
工
会
は
人
民

法
院
に
提
訴
し
、
そ
の
返
還
及
び
損
失
の
賠
償
を
要
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
五
条
　
工
会
委
員
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
労
働
者
ま

た
は
工
会
の
権
益
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
同
級
工
会
ま
た
は
そ
の

上
部
機
関
は
そ
の
是
正
を
命
令
し
、
ま
た
は
処
分
を
与
え
る
。
状
況

が
厳
重
で
あ
る
と
き
は
、
「
中
国
工
会
章
程
」
に
よ
っ
て
罷
免
す
る
。

損
失
を
も
た
ら
す
場
合
は
賠
償
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
犯
罪
と

な
っ
た
場
合
は
法
に
よ
っ
て
そ
の
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
。

第
7
章
　
付
則

第
五
六
条
中
華
全
国
総
工
会
は
関
連
す
る
国
家
機
関
と
共
同
連
合

し
て
機
関
工
会
が
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
具
体
的
な
弁
法
を
制
定
す

る
。第

五
七
条
　
本
法
は
公
布
の
日
よ
り
施
行
す
る
。
一
九
五
〇
年
六
月

二
九
日
に
中
央
人
民
政
府
が
頒
布
し
た
「
中
華
人
民
共
和
国
工
会

法
」
は
同
時
に
廃
止
す
る
。

（
1
）
　
五
〇
年
下
会
法
に
つ
い
て
は
労
働
省
労
働
統
計
調
査
部
監
『
中

華
人
民
共
和
国
労
働
法
令
解
説
と
正
文
』
（
国
民
出
版
協
会
、
一
九

　
五
七
年
）
三
七
頁
を
参
照
。
よ
り
詳
細
な
解
説
は
中
国
研
究
所
編
訳

　
『
新
中
国
の
労
働
法
』
（
中
国
資
料
社
、
一
九
五
二
年
）
及
び
向
山
寛

夫
『
中
国
労
働
法
の
研
究
』
（
中
央
経
済
研
究
所
、
一
九
六
八
年
）

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
2
）
　
李
立
三
「
関
子
中
華
人
民
共
和
国
工
会
法
草
案
的
幾
点
説
明
」

　
（
一
九
五
〇
年
六
月
二
八
日
）
中
国
社
会
科
学
院
・
中
央
梢
案
館
編

　
『
一
九
四
九
i
一
九
五
二
中
華
人
民
共
和
国
経
済
梢
案
資
料
選
編

労
働
工
資
和
職
工
福
利
巻
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四

年
）
】
九
頁
参
照
。
同
説
明
の
日
本
語
文
献
と
し
て
前
掲
『
新
中
国

　
の
労
働
法
』
三
一
頁
参
照
。

（
3
）
　
中
国
に
お
け
る
［
生
産
管
理
］
と
は
、
解
放
戦
争
後
期
か
ら
、

都
市
管
理
政
策
の
一
環
と
し
て
、
工
会
に
よ
っ
て
企
業
を
管
理
・
運

営
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
「
労
働
組
合
が
使

用
者
の
意
に
反
し
て
企
業
施
設
や
機
材
全
部
ま
た
は
一
部
を
占
有
し
、

企
業
の
管
理
・
運
営
を
行
う
」
争
議
行
為
で
あ
る
「
生
産
管
理
」
（
東

京
大
学
労
働
法
研
究
会
『
注
釈
労
働
組
合
法
』
有
斐
閣
一
九
八
○
年

　
｝
〇
七
頁
参
照
）
と
異
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
「
統
包
直
配
」
制
度
及
び
「
固
定
工
」
制
度
に
つ
い
て
は
、
山

下
昇
「
中
国
に
お
け
る
労
働
契
約
制
度
の
展
開
－
解
雇
制
度
の
動

向
を
中
心
と
し
て
（
上
）
」
労
働
法
律
旬
報
一
四
一
五
号
（
一
九
九

七
年
）
三
五
頁
参
照
。

　
　
単
位
制
度
と
は
、
共
産
党
革
命
は
近
代
中
国
が
遭
遇
し
た
全
面
的

　
な
危
機
へ
の
対
応
で
勝
利
を
収
め
た
結
果
と
し
て
、
共
産
党
が
強
力

　
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
組
織
力
を
持
っ
て
歴
史
上
初
め
て
伝
統
的
な
二

重
構
造
を
解
体
さ
せ
、
国
家
と
社
会
全
体
を
再
編
し
、
す
べ
て
の
個

人
を
政
治
・
経
済
及
び
社
会
生
活
保
障
が
機
能
合
一
し
た
組
織
に
編

入
し
、
ま
た
、
組
織
す
べ
て
を
共
産
党
組
織
を
中
核
と
し
た
行
政
的

序
列
に
編
入
し
、
そ
し
て
、
組
織
ま
た
は
そ
の
組
織
の
中
の
個
人
に

対
し
て
そ
の
ラ
ン
ク
・
身
分
に
応
じ
て
社
会
的
身
分
及
び
生
活
保
障

　
を
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
（
劉
建
軍
『
単
位
中
国
－
社
会
調
控
体

系
重
事
中
的
個
人
、
組
織
与
国
家
』
（
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

〇
年
）
及
び
軍
楽
虎
・
楊
面
罵
『
中
国
単
位
制
度
』
（
中
国
経
済
出
版

社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
）
。

（
5
）
　
関
係
法
規
・
規
則
か
ら
「
工
会
法
」
に
辿
る
経
緯
と
し
て
は
、

主
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
一
九
八
○
年
に
国
務
院
に
よ
っ

　
て
公
布
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
中
外
合
資
企
業
労
働
管
理
規

定
」
に
合
弁
会
社
に
お
け
る
工
会
の
労
働
管
理
の
権
利
を
規
定
し
た
。

　
一
九
八
一
年
に
国
務
院
が
公
布
さ
れ
た
「
国
営
工
業
企
業
職
工
代
表

大
会
暫
行
条
例
」
は
従
業
員
代
表
大
会
制
度
に
関
す
る
初
め
て
の
単

項
法
規
で
あ
り
、
従
業
員
代
表
大
会
が
企
業
に
対
す
る
民
主
的
管
理

　
の
権
利
機
構
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
】
九
八
三
年
国
務
院
が
公
布
さ

　
れ
た
「
国
営
工
業
企
業
直
行
条
例
」
に
企
業
の
管
理
体
制
は
党
委
員

会
指
導
下
の
工
場
長
責
任
制
と
従
業
員
代
表
制
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

　
一
九
八
六
年
に
国
務
院
が
公
布
さ
れ
た
「
全
民
所
有
制
工
業
企
業
職

　
工
代
表
大
会
条
例
」
は
工
会
と
従
業
員
代
表
大
会
と
の
関
係
等
に
つ

　
い
て
規
定
し
た
。
一
九
八
七
年
に
国
務
院
が
公
布
さ
れ
た
「
国
営
企

業
労
働
争
議
処
理
上
行
規
定
」
は
労
働
争
議
に
お
け
る
工
会
の
役
割

　
を
規
定
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
八
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る

「
中
華
人
民
共
和
国
全
民
所
有
制
工
業
企
業
法
」
（
全
人
代
七
期
一
回

会
議
に
採
択
）
は
全
民
所
有
制
工
業
企
業
に
お
け
る
工
会
の
役
割
等

を
規
定
し
、
更
に
「
職
工
和
職
工
代
表
大
会
」
と
い
う
章
を
も
受
け
、

初
め
て
労
働
者
個
人
と
し
て
の
権
利
を
規
定
し
た
。
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（
6
）
　
工
会
の
「
階
級
性
」
と
「
大
衆
性
」
と
い
っ
た
工
会
の
性
質
に

　
つ
い
て
は
楊
坤
「
中
国
に
お
け
る
労
使
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
と
労
働

組
合
の
役
割
（
5
）
」
労
働
法
律
旬
報
一
五
〇
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）

　
二
六
頁
参
照
。

（
7
）
　
工
会
の
行
政
化
に
つ
い
て
は
、
彰
光
華
「
中
国
の
労
働
協
約
制

度
に
お
け
る
労
働
行
政
」
九
大
法
学
八
○
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇

〇
頁
参
照
。

（
8
）
　
常
凱
主
意
『
労
働
関
係
・
労
働
者
・
労
権
－
当
代
中
国
的
労
働

　
問
題
』
（
中
国
労
働
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
第
一
九
章
「
労
働
者

代
表
”
工
会
的
旗
〔
巾
只
〕
与
方
向
一
労
働
関
係
与
工
会
」
（
呉

　
得
平
・
常
事
執
筆
）
四
七
五
頁
参
照
。

（
9
）
　
と
り
わ
け
張
伝
岐
「
改
革
工
会
幹
部
管
理
体
制
問
題
浅
談
」

　
『
工
会
理
論
問
題
探
討
』
（
工
人
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
一
〇
八
頁

　
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
工
会
と
共
産
党
中
央
と
の
関
係
を
端
的
に
表

　
現
し
て
い
る
も
の
は
中
華
全
国
総
工
会
君
公
庁
編
『
建
国
以
来
中
共

　
中
央
関
子
工
人
運
動
文
件
選
編
上
、
下
』
（
中
国
工
人
出
版
社
、
一

　
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
労
働
者
に
対
す
る
教
育
等

　
の
工
会
の
基
本
的
な
「
職
責
」
は
無
論
、
紛
争
の
処
理
か
ら
医
療
箱

　
の
設
置
ま
で
の
す
べ
て
が
党
中
央
の
指
示
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
工
会

　
は
活
動
す
る
。

（
1
0
）
　
伊
藤
正
一
「
現
代
中
国
の
労
働
市
場
」
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八

　
年
）
｝
六
七
頁
参
照
。

（
1
1
）
　
張
希
披
『
革
命
根
拠
地
中
黒
綱
領
和
労
働
立
法
史
』
（
中
国
労

　
働
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
1
2
）
　
本
稿
が
参
照
し
た
の
は
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
四
日
に
中
国
工

下
膨
＝
二
回
全
国
代
表
大
会
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
中
国

　
工
会
章
程
」
は
中
国
工
会
全
国
大
会
ご
と
に
改
正
す
る
が
、
改
正
す

　
る
箇
所
が
極
め
て
少
な
く
、
工
会
の
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
改

　
正
を
行
っ
て
い
な
い
（
張
国
祥
「
面
向
新
世
紀
的
中
国
工
運
重
要
文

献
」
中
国
工
運
一
九
九
八
年
一
二
期
増
刊
号
二
九
頁
参
照
）
。

（
1
3
）
　
飼
関
西
生
産
性
本
部
・
日
中
経
済
貿
易
セ
ン
タ
ー
「
中
国
に
お

　
け
る
生
産
向
上
方
策
と
労
使
関
係
構
築
を
考
え
る
」
（
一
九
九
五
年
）

　
は
こ
の
「
四
大
機
能
」
を
「
維
護
」
・
「
建
設
」
・
「
参
加
」
・
「
教

育
」
と
し
て
い
る
（
一
七
三
頁
〉
。

（
！
4
）
　
香
川
孝
三
「
中
国
労
働
法
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
」
日
本
労

働
法
学
会
誌
九
二
号
（
一
九
九
八
年
）
三
三
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
「
海
外
労
働
時
報
」
編
集
部
「
W
T
O
加
盟
に
備
え
、
「
労
働
組

　
合
法
」
大
幅
改
定
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
黙
認
の
考
え
も
」
海
外
労
働
時

報
二
〇
〇
一
年
＝
一
月
号
。

（
1
6
）
　
中
国
に
お
け
る
第
二
組
合
の
状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
分
析
は

　
聯
繋
湘
「
工
人
非
正
式
組
織
二
個
極
需
正
視
的
社
会
現
実
」
『
海

峡
両
岸
領
地
的
労
資
関
係
与
労
工
政
策
』
（
香
港
海
峡
両
岸
関
係
研

　
究
中
心
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
一
頁
参
照
。
な
お
こ
れ
ら
の
組
織
に

　
は
法
に
よ
る
保
障
が
な
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
、
国
家
安
全
法
、

　
労
働
に
よ
る
再
教
育
法
、
労
働
に
よ
る
矯
正
法
は
、
個
々
の
労
働
運

　
動
を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
る
活
動
家
を
拘
留
し
、
投
獄
す
る
こ
と

　
を
可
能
に
し
て
い
る
。
国
際
自
由
労
連
の
年
次
調
査
に
よ
る
と
、
地

　
方
警
察
が
裁
判
無
し
に
最
大
で
三
年
間
の
矯
正
労
働
所
行
き
を
命
じ
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る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
再
教
育
制
度
も
行
政
上
の
拘
留
手
段
と
し

　
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
「
労
働
関
係
の
新
た
な
変
化
で
問
わ
れ
る
労
組
の
役
割
転
換
」

海
外
労
働
時
報
一
九
九
九
年
四
月
号
参
照
。

（
1
8
）
　
筆
者
が
二
〇
〇
一
年
夏
（
八
月
一
六
日
か
ら
九
月
二
六
日
）
に

行
っ
て
い
た
中
国
労
使
関
係
調
査
で
の
中
国
工
運
学
院
教
授
常
凱
及

び
中
華
全
国
総
工
毒
煙
立
文
の
談
話
に
よ
る
。
な
お
、
工
会
活
動
費

　
用
に
は
工
会
会
員
の
納
付
す
る
会
費
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
会
費
が

　
天
引
き
で
あ
る
た
め
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
工
会

費
用
は
、
そ
の
六
割
を
活
動
費
用
と
し
、
残
り
四
割
を
上
部
機
関
に

納
付
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
張
春
生
「
隠
秘
『
中
華
人
民
共
和
国
工

会
法
修
正
案
（
草
案
）
』
的
説
明
」
を
参
照
）
。

（
1
9
）
　
中
国
で
出
版
し
て
い
る
労
働
法
の
教
科
書
に
は
「
職
工
」
と

　
「
労
働
者
」
を
、
広
義
の
労
働
者
〉
狭
義
の
労
働
者
一
広
義
の
職

　
工
〉
狭
義
の
職
工
1
1
「
労
働
法
」
の
労
働
者
の
よ
う
に
区
別
し
よ
う

　
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
身
は
必
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
は
な

　
い
。
王
学
興
「
労
働
法
」
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
一
〇
二

頁
参
照
。

（
2
0
）
　
李
強
「
当
代
中
国
社
会
分
層
与
流
動
」
（
中
国
経
済
出
版
社
、

　
一
九
九
三
年
）
一
二
一
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
「
労
働
法
」
一
六
条
に
よ
る
と
、
労
働
関
係
を
確
立
す
る
た
め

　
に
は
、
書
面
を
も
っ
て
労
働
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
日
本
に
お
い
て
は
、
中
国
の
「
労
働
法
」
及
び
そ
こ
に
規
定

　
さ
れ
る
労
働
契
約
に
対
す
る
理
解
と
し
て
、
野
田
進
『
講
座
二
一
世

紀
の
労
働
法
第
四
巻
』
は
し
が
き
が
あ
る
。

（
2
2
）
　
夏
積
智
主
編
「
中
国
労
働
法
若
干
重
要
理
論
与
政
策
問
題
研

究
」
（
中
国
労
働
社
会
保
障
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
三
七
頁
（
執

筆
夏
積
智
・
張
再
診
・
馬
首
）
。

（
2
3
）
角
田
・
西
谷
・
菊
池
『
労
働
法
講
義
二
　
労
働
団
体
法
』
（
有
斐

閣
大
学
双
書
、
一
九
九
二
年
）
三
二
一
二
頁
（
菊
池
執
筆
）
。

（
2
4
）
　
門
訴
建
「
評
言
労
働
権
利
的
法
律
保
護
－
我
国
「
労
働
法
」

存
在
的
主
要
問
題
」
蘭
州
学
刊
一
九
九
四
年
五
期
。
野
沢
秀
樹
「
中

　
国
に
お
け
る
「
労
働
の
権
利
」
に
関
す
る
一
考
察
」
比
較
法
学
一
一
＝

巻
一
号
一
九
九
七
年
。

（
2
5
）
　
労
働
部
労
働
科
学
研
究
所
編
『
新
編
労
働
合
同
制
』
（
経
済
日

報
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
一
一
五
頁
参
照
。

（
2
6
）
　
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
等
に
関
し
て
は
凝
脂
「
工
潮
干
題
的
調
査

和
分
析
」
『
当
代
工
差
文
杁
第
一
集
』
（
工
人
出
版
社
、
一
九
八
八

年
）
、
ス
ト
権
の
保
障
は
同
氏
『
工
会
法
通
論
』
（
中
共
中
央
党
校
出

版
社
、
一
九
九
三
年
）
三
二
七
頁
参
照
。

（
2
7
）
　
現
実
に
発
生
し
て
い
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
、
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
、
法
は
積
極
ま
た
は
慎
重
な
規
定
も
お
い
て
い
る
。

　
「
鉱
山
安
全
条
例
」
（
一
九
八
二
年
）
九
条
、
「
関
干
加
平
二
面
企
業

労
働
保
護
工
作
的
規
定
」
（
一
九
八
七
年
）
九
条
、
「
国
務
院
関
干
加

強
防
塵
防
毒
工
作
的
決
定
」
（
一
九
八
四
年
）
六
条
で
は
、
人
命
保

護
の
見
地
に
限
っ
て
、
生
産
過
程
に
お
い
て
労
働
者
の
生
命
安
全
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
工
会
は
労
働
者
が
作
業
を
拒
絶

　
す
る
こ
と
を
支
持
し
、
か
つ
作
業
を
拒
絶
し
た
労
働
者
の
賃
金
は
支
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給
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
2
8
）
　
旧
法
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
西
村
峯
裕
「
中
華
人
民
共
和

国
労
働
組
合
法
」
産
大
法
学
二
七
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
）
一
六
二

頁
、
宮
坂
宏
編
訳
「
現
代
中
国
法
令
集
企
業
法
・
税
法
編
」
（
専
修
大

学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）
一
六
六
頁
、
日
本
労
働
研
究
機
構
『
中

国
国
有
企
業
改
革
の
行
方
－
労
働
・
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
変
容

　
と
企
業
組
織
　
　
』
（
調
査
研
究
報
告
書
二
〇
〇
一
、
Z
o
・
置
O
）
三

五
三
頁
（
徐
向
東
訳
）
等
参
照
。
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